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姿
勢
が
良
い
人
は
、
所
作

ま
で
美
し
い
事
が
あ
る
。
私

は
猫
背
気
味
で
あ
る
。
中
学

生
の
頃
か
ら
「
姿
勢
が
悪

い
」
と
よ
く
注
意
さ
れ
、
こ

の
年（
六
十
六
歳
）に
な
っ
て

も
直
ら
な
い
。
先
日
、
図
書

館
へ
本
を
返
却
に
。
カ
ウ
ン

タ
ー
前
で
姉
妹
と
そ
の
母
親

ら
し
き
人
が
居
て
妹
だ
ろ
う

か
、
六
、
七
歳
の
女
の
子
が

館
員
に
内
緒
話
の
よ
う
な
小

さ
な
声
で
何
か
問
い
か
け
て

い
る
。（
も
っ
と
大
き
な
声

で
話
さ
な
聞
こ
え
へ
ん
や

ろ
）
と
思
っ
た
時
、
図
書
館

で
大
声
は
駄
目
だ
と
当
た
り

前
の
こ
と
に
気
付
い
た
が
、

三
人
の
姿
勢
と
佇
ま
い
が
良

い
。
最
近
の
子
供
は
姿
勢
が

悪
い
と
聞
く
が
、
足
の
浮
指

や
体
を
使
っ
た
遊
び
も
少
な

い
生
活
が
主
な
要
因
に
な
っ

て
い
る
ら
し
い
。
用
件
が
終

わ
っ
た
の
か
、
姉
妹
は
丁
寧

に
お
辞
儀
を
し
「
あ
り
が
と

う
」
と
。
母
親
ら
し
き
人
も

館
員
に
笑
み
を
浮
か
べ
て
会

釈
を
し
、
帰
っ
て
い
っ
た
。

家
庭
の
躾
が
良
い
の
だ
ろ

う
。
猫
背
の
私
に
は
、
は
っ

と
気
づ
か
さ
れ
た
時
間
で

あ
っ
た
。散
歩
時
、姿
勢
、
姿

勢
と
つ
ぶ
や
き
、
歩
き
は
す

る
が
心
の
姿
勢
も
未
だ
猫
背

の
ま
ま
。
今
年
こ
そ
姿
勢
を

正
さ
ね
ば
。 

（
須
賀 

修
司
）

　
健
康
保
険
の
歴
史
を
た
ど

る
と
、
健
康
保
険
法
（
会
社

員
対
象
）
は
、
大
正
十
一
年

（
一
九
二
二
年
）
施
行
、
そ

し
て
国
民
皆
保
険
実
施
は
国

民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十

六
年
／
一
九
六
一
年
）
実
施

で
す
。

　
社
会
保
障
と
し
て
の
医
療

保
険
制
度
は
、今
な
お
、生
命

科
学
進
歩
・
拠
出
／
負
担
・

長
寿
化
の
波
に
洗
わ
れ
、
解

決
へ
の
バ
ト
ン
は
新
た
な
時

代
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　
戦
後
民
主
化
は
、
憲
法
第

九
条
：
戦
争
と
戦
力
放
棄
お

よ
び
第
二
四
条
：
家
庭
生
活

の
個
人
尊
重
と
両
性
平
等
に

代
表
さ
れ
ま
す
。
前
者
は
さ

　
医
療
生
協
・
中
野
眼
科
で

は
、
前
年
度
に
引
き
続
い
て

京
都
大
学
生
協
学
生
委
員
会

の
『
ぱ
れ
っ
と
・
秋
の
点
検

祭
り
』
に
企
画
協
力
し
て
、

十
月
二
十
九
日（
月
）〜
十

一
月
一
日（
木
）の
四
日
間
、

「
目
の
健
康
を
守
る
」
た
め

の
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
ま
し

　
十
二
月
十
五
日
（
土
）、
第
一
回
総
代
選
挙
管
理

委
員
会
が
開
か
れ
、
二
〇
一
九
年
度
総
代
選
挙
を
次

の
と
お
り
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
①
立
候
補
・
推
薦
受
付
期
間
＝
一
月
二
十
一
日

（
月
）〜
二
月
二
十
日
（
水
）

　
②
総
代
の
選
挙
区
及
び
選
挙
区
ご
と
の
定
数
＝
事

務
所
及
び
各
診
療
所
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
。
定

数
百
人
。
任
期
二
年
。

　
③
届
出
＝
立
候
補
・
推
薦
の
届
出
は
、
所
定
の
用

紙
に
よ
り
、
総
代
選
挙
管
理
委
員
会
宛
に
行
い
ま

す
。（
京
都
医
療
生
協
事
務
所
内
）

　
④
立
候
補
・
推
薦
が
定
数
内
の
と
き
は
、
投
票
を

省
略
し
て
候
補
者
全
員
を
当
選
人
と
し
ま
す
。

　
※
問
い
合
わ
せ
先
＝
総
代
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
☎
八
二
二
・
二
二
八
六

　
二
月
九
日（
土
）は
職
員
研

修
会
開
催
の
た
め
、
中
野
眼

科
の
す
べ
て
の
診
療
所
で
、

午
前
の
み
（
十
〜
十
三
時
）

の
診
療
と
な
り
、
午
後
は
休

診
と
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
元
年
（
一
九
八
九

年
）
に
京
都
医
療
生
協
／
中

野
眼
科
と
し
て
再
出
発
し
ま

し
た
。

　
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五

六
年
）
に
創
設
者
中
野
信
夫

先
生
が
時
代
を
先
取
り
し

て
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
診

療
を
開
始
、
独
創
的
な
在
庫

管
理
で
即
日
手
交
を
実
現
し

て
、
患
者
さ
ん
に
支
持
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
四
十
三
年

（
一
九
六
八
年
）
に
芥
川
徹

先
生
が
日
帰
り
白
内
障
手
術

に
挑
み
、
現
在
は
眼
内
レ
ン

ズ
挿
入
法
に
引
き
継
が
れ

て
、
復
明
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。
網
膜
疾
患
へ
の
硝
子
体

内
注
射
も
、
日
帰
り
処
置
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
平

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
学

生
お
よ
び
一
般
市
民
を
対
象

に
し
た
も
の
で
、
メ
ガ
ネ
・

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
メ
ガ
ネ
の
超
音

波
洗
浄
や
歪
み
調
整
、
情
報

提
供
な
ど
を
実
施
し
、
参
加

者
か
ら
好
評
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）

に
視
能
訓
練
士
を
採
用
し
て

検
査
の
充
実
に
取
り
組
み
、

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）

に
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度

を
導
入
し
、
保
険
診
療
事
務

充
実
／
レ
セ
プ
ト
電
子
請
求

を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成
三

年
（
一
九
九
一
年
）
に
患
者

の
権
利
章
典
を
制
度
化
、
患

者
さ
ん
と
の
距
離
を
縮
め
ま

し
た
。
総
じ
て
、
こ
の
時
代
は
、
診
療
が
充
実
し
、
成
熟

し
ま
し
た
。

中
野
眼
科

休
診
の
お
知
ら
せ

て
お
き
、
後
者
は
人
口
動
向

に
も
影
響
し
ま
し
た
。

　
経
済
発
展
と
個
人
所
得
伸

長
に
裏
付
け
ら
れ
て
、
長
寿

化
／
単
身
化
／
少
子
化
／
人

口
減
少
が
顕
著
と
な
り
、
今

は
人
口
が
一
年
に
四
十
万
人

も
減
少
す
る
時
代
で
す
。

　
中
野
信
夫
・
元
理
事
長

は
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇

年
）
に
高
齢
生
活
の
活
性
化

の
た
め
に
、「
百
ま
で
生
き
よ

う
会
」を
結
成
し
、時
代
を
先

駆
け
ま
し
た
。
平
成
十
四
年

（
二
〇
〇
二
年
）か
ら
は
、基

本
方
針「
豊
か
な
長
寿
社
会

に
向
け
て
、協
同
を
基
調
に
、

経
営
改
革
を
進
め
て
、信
頼

さ
れ
る
眼
科
を
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
革
命
に

次
ぐ
第
四
次
産
業
革
命
の
時

代
を
、
新
た
に
歩
み
ま
す
。

新 年 の
ごあいさつ

明
治
百
五
十
年
、そ
し
て
あ
ら
た
な
時
代
へ

京
都
医
療
生
協
・
中
野
眼
科

　 

平
成
時
代
を
ふ
り
か
え
り

　
　
　
新
た
な
時
代
へ
の
扉
を
開
く

ⓒJPN-TENPOZANGALLERY-OMORISYUNJI

診療所のある街角で⑨
【下立売通智恵光院】

　昼休みに散歩する下立売通には、由緒ある建物がいくつもあります。その
一つ山中油店は江戸後期の文政年間に創業されました。この周辺が昭和20年
６月26日の西陣空襲の被災地であったので、店頭には焼跡遺物が展示されて
います。 （大森 俊次）

平
成
時
代
と
中
野
眼
科

平
成
二
十
年
に
人
口
減
少
へ

豊
か
な
長
寿
社
会
へ
向
け
て

京
都
大
学
生
協
と
連
携
し

　
　

健
康
啓
発
に
取
り
組
む

総
代
選
挙
の
お
知
ら
せ

京都医療生協
理事長

山田　亮三



2019年 1 月 1 日 第 190 号　（２）

☞『つくる健康』の郵送を希望される方は、京都医療生協事務所（☎ 822-2286）までご連絡ください。

つ　 く 　る 　健 　康

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
勤
務
医
の
長
時
間
労
働
。こ
れ
を
規
制
す
る
医
師
働
き
方
改
革
の
し
わ

寄
せ
を
地
域
医
療
に
及
ぼ
さ
な
い
た
め
に
も
、今
こ
そ
医
療
費
抑
制
策
の
転
換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

保
険
で
良
い
医
療
を

　
「
平
成
」
は
今
春
ま
で
。

そ
し
て
戦
後
七
十
四
年
に

計
二
十
九
の
歴

史
疑
問
に
執
筆

者
五
人
が
最
新

の
論
点
を
提

に
あ
っ
た
の
か
」。
畿
内

説
と
九
州
説
を
め
ぐ
る
も

の
が
有
名
で
す
が
、
本
当

の
所
、
ど
う
な
の
で
し
ょ

う
。
結
論
は
出
た
の
か
。

か
な
り
整
理
さ
れ
、
北
部

九
州
説
が
有
力
な
よ
う
で

有
力
。
暗
記
物
の
年
代
も

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
蒙
古

襲
来
・
元
寇
の
役
の
勝
利

も
神
風
で
は
な
く
、
武
士

の
善
戦
な
ど
が
主
因
と
い

い
ま
す
。

　
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、

今
も
戦
後
な
の
か
。
そ
れ

と
も
い
つ
ま
で
が
戦
後
な

の
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
日

本
史
の
論
点
に
切
り
込
ん

だ
の
が
こ
の
本
。

　
古
代
史
の
焦
点
と
い
え

ば
、「
邪
馬
台
国
は
ど
こ

す
が
、
確
定
と
ま
で
は

行
っ
て
い
な
い
様
子
で

す
。
で
は
、
鎌
倉
時
代
。

「
い
い
国
作
ろ
う
」
で
歴

史
年
号
を
覚
え
た
一
一
九

二
年
の
成
立
時
期
が
今

は
、
一
一
八
五
年
成
立
が

示
、「
江
戸
時
代
の
首
都

は
京
都
か
江
戸
か
」
に
つ

い
て
も
。
老
若
男
女
合
わ

せ
歴
史
フ
ァ
ン
に
は
興
味

あ
る
内
容
で
し
ょ
う
。
中

公
新
書
、
八
百
八
十
円
と

税
。 

（
松
本
忠
之
）

な
り
ま
し
た
。

で
も
「
戦
後
○

○
年
」
と
よ
く

い
い
ま
す
が
、

中
公
新
書
編
集
部
編

『
日
本
史
の
論
点
』

　
自
覚
症
状
が
な
い
間
に
進
行
し
視
野
が
狭

く
な
る
緑
内
障
が
、
わ
が
国
の
失
明
原
因
の

第
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
早
期
発

見
が
大
切
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
そ
こ
で
京

都
医
療
生
協
で
は
十
月
二
十
五
日
（
木
）
午

後
二
時
か
ら
、
無
料
眼
科
健
診
を
実
施
し
、

組
合
員
な
ど
十
名
の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
受
診
者
の
年
齢
は
四
十
七
歳
〜

八
十
四
歳
（
平
均
七
一
・
二
歳
）
で
し
た
。

健
診
の
結
果
、
七
名
の
方
に
軽
度
で
は
あ
っ

て
も
白
内
障
が
見
受
け
ら
れ
、
精
密
検
査
を

必
要
と
す
る
方
が
二
名
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
五
日（
日
）〜
二
十
六
日（
月
）の
日

程
で
熱
海
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
三
十
二
回
日
本

高
齢
者
大
会
へ
京
都
医
療
生
協
か
ら
代
表
者
と
し
て

東
川
絹
子
さ
ん
、
飯
田
朋
子
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
二
人
か
ら
い
た
だ
い
た
感
想
文
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
浜
矩
子
さ
ん
の
講
演
を
直

接
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
単

純
で
不
埒
な
動
機
で
参
加
し

ま
し
た
。
京
都
代
表
団
の
結

団
式
に
始
ま
っ
て
、
当
日
の

全
体
会
場
、
分
科
会
、
翌
日

の
、
移
動
分
科
会
と
京
都
交

流
会
、
先
輩
参
加
者
の
熱
い

パ
ワ
ー
に
、圧
倒
さ
れ
続
け
、

久
し
ぶ
り
に
い
い
経
験
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
浜
さ
ん
が
述
べ
ら
れ
た

「
高
齢
者
の
持
つ
知
識
・
経

験
・
格
式
な
ど
は
光
チ
ー
ム

と
し
て
燦
然
と
し
た
輝
き
を

持
っ
て
い
る
。
日
本
と
い
う

国
は
こ
れ
ら
賢
き
人
々
が
支

え
に
な
っ
て
い
る
。
影
チ
ー

ム
の
闇
将
軍
ア
ホ
ノ
ミ
ク
ス

は
二
十
一
世
紀
版
の
大
日
本
帝
国
を
目
指
し
て
い
る
。
闇

に
対
す
る
抵
抗
力
の
少
な
い

若
者
と
お
と
な
を
分
断

す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
若

者
を
好
む
。
ヒ
ッ
ト

ラ
ー
、
ス
タ
ー
リ
ン
も

し
か
り
。
光
か
ら
は
闇

が
見
え
る
が
、
闇
か
ら

は
光
が
見
え
な
い
。
だ

か
ら
必
ず
光
が
勝
つ
」

と
。
心
の
中
に
ス
ト
ン

と
落
ち
、
心
が
躍
る
よ

う
な
感
動
を
覚
え
ま
し

た
。

　
分
科
会
で
は
、
た
だ

の
終
活
や
断
捨
離
で
は

な
く
、『
高
齢
期
を
穏

や
か
に
過
ご
す
た
め
の

物
と
心
の
整
理
術
』
を

教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

平
均
一
人
三
ト
ン
の
ゴ
ミ
や

遺
品
が
出
る
そ
う
で
す
。
元

気
な
う
ち
に
物
と
心
を
整
理

し
、よ
り
よ
く
生
き
、死
ん
で

い
く
た
め
の
知
恵
を
学
び
ま

し
た
。
整
理
の
で
き
な
い
方

は
、玄
関
、ト
イ
レ
、冷
蔵
庫

　
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

強
い
意
志
と
熱
気
に
満
ち
溢

れ
た
大
会
で
し
た
。

　
遺
品
整
理
の
惨
状
は
メ

デ
ィ
ア
で
も
多
く
報
じ
ら

れ
、
常
々
気
に
な
っ
て
い
る

問
題
で
し
た
。
今
か
ら
で
き

る
こ
と
や
心
の
準
備
に
つ
い

て
学
ぼ
う
と
こ
の
分
科
会
を

選
び
参
加
し
ま
し
た
。
身
の

回
り
の
物
は
一
・
五
ト
ン
に

減
ら
し
て
お
く
の
が
目
安
だ

そ
う
で
、（
通
常
三
ト
ン
＝

段
ボ
ー
ル
五
十
箱
分
、
半
分

に
減
ら
す
）
い
か
に
多
く
の

実
質
不
用
品
が
溢
れ
て
い
る

こ
と
か
！
具
体
例
で
改
め
て

荷
物
の
多
さ
を
理
解
し
ま
し

た
。
こ
れ
だ
け
の
量
を
減
ら

の
狭
い
所
か
ら
習
慣
を
つ
け

る
よ
う
に
し
た
ら
良
い
そ
う

で
す
。
身
体
が
動
か
な
く
な

る
前
に
介
護
を
し
て
も
ら
え

る
環
境
作
り
が
必
要
と
も
。

　
食
事
を
し
な
が
ら
の
京
都

交
流
会
で
は
、
参
加
者
の

日
々
の
元
気
な
活
動
に
た
だ

た
だ
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
交

流
会
の
そ
の
場
で
、
終
わ
っ

た
二
日
間
の
手
書
き
の
レ

ポ
ー
ト
を
全
員
に
配
布
さ
れ

る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
役
員
の
皆
様
、
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
京
都
医
療
生

協
の
皆
様
、
参
加
さ
せ
て
頂

き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
手
を
携
え
前
へ

進
ん
で
行
く
こ
と
の
大
切
さ

を
、
再
確
認
致
し
ま
し
た
。

す
に
は
、「
い
ず
れ
」
で
は

な
く
「
今
す
ぐ
！
」
整
理
を

始
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
。
認
知
症
は
要
る
／
要
ら

な
い
の
判
断
が
で
き
な
く
な

り
、
入
院
や
寝
た
き
り
生
活

は
自
分
で
何
も
で
き
な
く
な

る
こ
と
。
何
時
こ
う
い
う
事

態
に
な
る
か
が
予
測
で
き
な

い
の
で
、
身
体
も
脳
も
元
気

な
今
こ
そ
が
整
理
の
ス
タ
ー

ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る

と
。「
思
っ
て
い
る
だ
け
で

は
何
も
進
ま
な
い
。」
介
護

を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
ら
れ
る

環
境
作
り
は
、
家
族
の
為
に

も
非
常
に
大
切
と
い
う
、
強

く
背
中
を
押
し
て
も
ら
っ
た

分
科
会
で
し
た
。

　
京
都
医
療
生
協
・
中
野
眼

科
創
立
記
念
研
修
・
懇
親
会

が
、
十
一
月
十
七
日
（
土
）

午
後
六
時
四
十
五
分
よ
り
、

か
ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
山
田
亮
三
理

事
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
永

年
勤
続
職
員
七
名
の
表
彰
、

新
入
職
員
九
名
の
紹
介
が
あ

り
、
続
け
て
山
田
理
事
長
か

ら
「
京
都
医
療
生
協
／
中
野

眼
科
の
歴
史
」
の
お
話
お
よ

び
第
七
十
一
回
通
常
総
代
会

の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
で
は
、「
豊
か
な
長

無料眼科健診を実施

寿
社
会
に
向
け
て
、
協
同
を

基
調
に
、
経
営
改
革
を
す
す

め
、
信
頼
さ
れ
る
眼
科
を
」

と
い
う
基
本
方
針
の
も
つ
今

日
的
意
味
が
、
眼
科
医
療
を

と
り
ま
く
情
勢
の
中
で
ひ
と

き
わ
深
ま
っ
て
い
る
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
懇
親
会
は
、
松
本

忠
之
常
任
理
事
の
開
宴
挨

拶
、
清
水
武
彦
顧
問
の
乾
杯

ご
発
声
で
開
宴
し
、
役
職
員

が
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に

交
流
を
深
め
、
宮
本
和
明
副

理
事
長
の
挨
拶
で
九
時
十
五

分
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

日本初 誕生!
３ヵ月定期交換〈使い捨て〉
ハードコンタクトレンズ

平
成
三
十
年
度 

京
都
医
療
生
協
・
中
野
眼
科

　 

創
立
記
念
研
修
・
懇
親
会
を
開
催

心
躍
る
よ
う
な
感
動

東
川 

絹
子
さ
ん
（
伏
見
区
）

第32回 日本高齢者大会へ
代表者を派遣

分
科
会
「
物
と
心
の
整
理
術
」に
学
ぶ

飯
田 

朋
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さ
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（
中
京
区
）


